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神経伝導障害発症機序の解明:ワセリンギャップ法
を用いた膜電位固定法によるイオン透過性の検討
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1 ) Stearic acid(SA)の影響:SAはNa+-channelのactivationの速度の上昇とr電
流の増大をもたらすと考えられた。










4) 3-hydroxy butyric acid(HBA)の影響:20mM HBAで活動電位の振幅は低下し、
膜電流は外向きが上昇した。 Na+電流をblockすると、 r電流が増大した。
4-aminopyridine(4AP)でr電流をblockすると Na+channelの inactivationの速
度が上昇し、 Na+電流は抑制された。
この検討により糖尿病性神経障害における神経伝導速度の低下に血中脂肪酸、
ケトン体の上昇が関与している可能性が示唆される。今後、これらの長期効果に
ついて検討を加えたい。
3. 神経線維の電気活動に及ぼす抗GMl抗体の影響
1 )神経細胞外に高GMl抗体を加えた場合、抗体濃度依存性に神経ランヴィエ絞輪
部の K+電流及びrコンダクタンスは増加した。一方、この抗GMl抗体により惹
起されたr電流の上昇は 4APで抑制された。
2 )また抗GMl抗体は活性化した補体の存在下で濃度依存性に活動電位及びNa電流
の減少と、 r電流の上昇を引き起こし、高濃度下では著明な leakcurrentの
増大を惹起させた。補体を加熱化して失活した状態では、補体添加の効果は
みられなかった。
3 )これらのイオン電流の変化は家兎で感作して作成した抗H+/K+-ATPase抗体で
は起こらず、抗GMl抗体に特異的であった。
傍ランヴィエ絞輪部には 4APsensitiveなrチャンネルが豊富に存在することが
報告されていることを考慮すると、 GMl抗体は傍絞輪部の脱髄を起こし、そのため
rチャンネルが露出して、 K+電流が上昇した可能性がある。一方、同抗体は補体
と共同して Na+チャンネルをブロックすると共に K+電流を増加させたが、抗体の濃
度が高くなるにつれて、 leak電流の上昇がみられたことより、最終的に軸索膜の
高度な障害が惹起されたと考えられる。これらの成績から抗GMl抗体はランヴィエ
絞輪部のイオンチャンネルに影響を与え、神経伝導速度の低下や形態学的な異常
を惹起させる可能性のあることが明らかとなった。
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